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序

青谷上寺地遺跡は、豊富な出土遺物とその保存状態の良さから、弥生文化に

関する多くの情報を埋蔵している遺跡として注目されています。また海外との

関連を示す遺構、遺物も検出されており、環日本海を舞台とした広域交流の拠

点的な集落であった可能性が指摘されています。我が国の弥生時代研究の上

で、極めて重要な遺跡であるといえるでしょう。

このような貴重な歴史遺産の保護を図るために、鳥取県では平成１３年度か

ら、妻木晩田・青谷上寺地遺跡整備室を設立して遺跡の整備、活用を推進する

とともに、鳥取県埋蔵文化財センターによる青谷上寺地遺跡の学術調査及び研

究に取り組んで参りました。

平成１４年度においては、遺跡中心部の範囲及びその内容について解明するた

め、発掘調査委員会の指導のもと、Ｄ調査区において発掘調査を実施しまし

た。人為的な集積と思われる多量の木器群が検出され、集落構造の解明に向

け、新たな知見を得ることができました。併せて、各種の自然科学分析も実施

し、遺跡の古環境復元にあたって、重要な成果を得ることができました。青谷

上寺地遺跡の調査、研究に関し、今後も学際的な取り組みを進めていく所存で

す。

このたびの発掘調査にあたっては、地元青谷町の皆さんをはじめ、関係各

位、諸機関から多大なる御指導、御協力をいただきました。心から感謝いたし

ますとともに、今後とも青谷上寺地遺跡の調査、研究に対しまして、より一層

の御理解、御協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

平成１５年３月

鳥取県埋蔵文化財センター

所長 田 中 弘 道



例 言

１ 本書は鳥取県気高郡青谷町青谷に所在する青谷上寺地遺跡のＤ調査区発掘調査概要報告書である。

２ 本書は、平成１４年度に国庫補助金を受けて鳥取県埋蔵文化財センターが実施した発掘調査とこれに

伴う各種自然科学分析の記録である。また、「第４章 付篇」として青谷上寺地遺跡出土鉄製遺物の

科学的調査研究について、独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所 村上隆氏に執筆をお願い

し、掲載した。

３ 本書の執筆及び編集は野田、加藤が行った。遺物の実測、図面の浄書は鳥取県埋蔵文化財センター

で行った。

４ 本書に関わる記録類及び出土遺物は鳥取県埋蔵文化財センターに保管されている。

５ 遺構については下記の略号を用いた。なお、遺構名の番号は、平成１０～１３年度に�鳥取県教育文化

財団、及び平成１３年度に鳥取県埋蔵文化財センターが実施した調査で検出された遺構からの通し番号

とした。

ＳＡ：杭列

６ 発掘調査の実施にあたり、各種自然科学分析のうち珪藻、花粉、種実、樹種、寄生虫卵の分析、同

定を金原正明発掘調査委員にお願いし、その成果について本書にご寄稿いただいた。土壌分析、昆虫

同定、植物珪酸体分析、樹種同定、葉同定についてはそれぞれ専門業者に委託し、データを得た。こ

れらデータの解析については、発掘調査委員をはじめとする専門家の指導のもと、実施する予定であ

る。

７ 遺跡全体にＡ０（Ｘ＝－５４３３０．０００、Ｙ＝－３０８１０．０００）を原点とする、１０ｍ×１０ｍの方眼を設定し、

その交点を調査時の基準点としている。この基準点は、鳥取県教育文化財団による発掘調査時から共

通して用いられている。基準点の座標設定については、日本測地系座標第�系によっている。第７図

中の－Ｄ２３地点は（Ｘ＝－５４３６０．０００、Ｙ＝－３０５８０．０００）である。調査時におけるグリッドの設定は

この方眼に準拠し、南西隅の杭名をもってグリッドの名称としている。方位は座標北を示し、レベル

は海抜標高である。

８ 発掘調査は青谷上寺地遺跡発掘調査委員会の指導のもと実施した。

委 員 長 工楽善通

（財団法人ユネスコ・アジア文化センター文化遺産保護協力事務所 専門：考古学）

副委員長 赤木三郎（鳥取大学名誉教授 専門：地質学）

委 員 高安克己（島根大学汽水域研究センター 専門：地質学）

委 員 辻誠一郎（国立歴史民俗博物館 専門：古環境）

委 員 深澤芳樹（独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所 専門：考古学）

委 員 金原正明（奈良教育大学 専門：古環境）

９ 調査にあたり、多くの方々から御指導、御助言、御協力をいただいた。明記して深謝いたします。

（５０音順、敬称略）

石井 洋 礒邊 正 井上貴央 笠原 潔 田中知儀 藤原健二 村上恭通

青 谷 町 青谷町教育委員会 国土交通省鳥取工事事務所

独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所

（牛嶋 茂 高妻洋成 杉本和樹 光谷拓実 村上 隆）

文 化 庁（禰宜田佳男）

１０ 調査にあたり、下記の諸機関より、関連工事の設計、現状復旧の方法等について御指導、御協力い

ただいた。明記して深謝いたします。

鳥取県鳥取地方県土整備局（道路都市課 都市計画班）

鳥取県鳥取地方農林振興局（地域整備課、鳥取農業改良普及所、気高農業改良普及所）
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第１章 は じ め に
１ 遺跡の概要

青谷上寺地遺跡は鳥取県気高郡青谷町青谷に所在する。遺跡の立地する青谷平野にはかつて潟湖があり、その

西側のほとりに遺跡が存在していたことが推定されているが、遺跡の古環境についての詳細は今一つ明らかでは

ない。ボーリング調査など遺跡周辺の古環境復元に向けて、現在調査研究が進められているところである。

平成１０～１３年度に道路建設工事に先立つ財団法人鳥取県教育文化財団による発掘調査が行われた。遺跡は弥生

時代前期末葉～古墳時代前期にかけて存続する。特に弥生時代中期後葉～後期にかけて遺構・遺物が増加し、当

該期は大型の板材と杭列を用いた護岸施設や矢板列を伴う大規模な溝が展開する。これらの溝は、土坑をはじめ

とする遺構が密に検出され遺物も大量に出土する「遺跡中心部」と目される部分と、遺物の出土が少なく水田や

水路跡、沼沢地等が検出され、生産域と目される部分とを区画していると考えられている。遺跡中心部からは土

器、木器、金属器、骨角器、石器等の多種多様な遺物が良好な状態で出土しているが、明確な住居跡は未だ検出

されていない。ただ、出土遺物の内容は日常生活用具が多く、居住域は近隣に存在する可能性が高い。集落構造

の解明が今後の課題である。

２ 調査の目的・経過

鳥取県埋蔵文化財センターでは、平成１３年度から遺跡中心部の範囲確認、並びに内容確認を目的とした調査を

実施している。平成１３年度は遺跡の北東側において１７地点２０本のボーリング調査を実施した。その成果をもと

に、遺跡中心部東端の状況を確認するため、調査区を設け（東西５m×南北１９m）試掘調査を実施した（第２図）。

第１図 青谷上寺地遺跡位置図

１
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調査では弥生時代に該当する遺構、遺物は確認されず、調査時に行った珪藻分析等により、少なくとも古墳時代

までは当地が水面下であった可能性が高いという結果を得、遺跡中心部は当該調査区より西側に位置することが

明らかとなっている。

平成１４年度も引き続き遺跡中心部の範囲確認のため、鳥取県教育文化財団によって調査された国道調査区から

南に約３０mの水田部にＤ調査区を設定した。Ｄ調査区は遺跡中心部の南側縁辺部に位置すると目される。従前の

調査で検出した弥生時代後期の矢板列を伴う溝であるSD３３、３８の延長方向の地点に位置することが想定される

箇所である。調査面積は１４０�（東西１４m×南北１０m）である。現地調査は１０月から着手し、重機による表土剥

ぎの後、人力による掘削を開始している。今回の調査では鋼矢板を設置せず、調査区壁面を５０�単位で段掘り

し、安全勾配を確保して掘り下げた。５層から木器等の遺物は散見されたが、１６層に至って大量の木器を検出し

た。遺構は、土坑や溝は検出されなかったが、北東壁中に杭列（SA９５）を確認した。１１月２０日には発掘調査委

員会を開催し、現地にて調査についての検討がなされた。検出した多量の木器については、各々の木材の隙間に

有機質の堆積が認められることから、河川の氾濫等により流され堆積したというよりも、人為的に投棄されたの

ではないかとの指摘を受けた。それを受けて土壌の軟Ｘ線撮影、CNS分析用試料のサンプリングを高安発掘調査

委員の指導のもと、南東壁にて実施した。また、金原発掘調査委員の指導のもと、珪藻、花粉、寄生虫卵分析用

に調査区南東壁の土壌サンプリングを実施したほか、定量分析、植物珪酸体分析用に北東壁、南東壁の土壌サン

プルを採取した。汽水成層とみられる２０層についての確認トレンチ掘り下げをもって１２月上旬に現地作業を終了

し、その後調査区の埋め戻し作業、田面整地作業等を経て１２月末に全ての工程を終了した。

なお、調査中、現場は常時公開とし、１１月６、１３、２０日には現地説明を実施した。また、１２月２１～２３日の３日

間、「発掘調査速報展」と題して出土遺物及び発掘調査成果についての展示を行った。

第２図 調査区位置図

２



第２章 調査の概要
１ 標準層序（第３・４図・表１）

本調査における土層断面については、調査区の北東壁、南東壁に関して図化し、掲載した。層序区分は、１～

４層については、黒曜石片１点、土器細片を数点確認したのみであり、古墳時代以降現代にいたるまでに形成さ

れた層であると思われる。５層は灰褐色シルトで、若干有機物を含み、弥生時代中期～古墳時代後期の土器を包

含する。主体をなすのは弥生時代後期中葉～古墳時代前期初頭のもので、時期幅がある。古墳時代後期の須恵器

坏身（第１５図１）を１点検出した。木器の堆積が一部で確認され始める。６層は灰褐色シルトで、５層に類似す

るが、やや色調が明るい。弥生時代中期～古墳時代前期初頭の土器を包含し、弥生時代後期中葉～古墳時代前期

初頭のものが主となる。土器の出土量は当層が最も多い。続く１５層の上面をブロック状に切っているのが７、８

層である。８層には砂が多く混じる。１５層は暗灰色シルトで、５、６層に比して砂質が卓越する。弥生時代中期

～後期後葉までの土器を確認した。６層と１５層の間には、やや黒味の薄い２１層（暗灰褐色シルト）が堆積する。

調査中は１５層との識別が出来なかったため、同一層として遺物を取り上げている。２１層は北東壁東寄りで途切れ

る。２２層は北東壁東寄りで１５層下にブロック状に入り、有機質を大量に含む。同様の層が南西壁西寄りでも見ら

れたが、出土遺物は確認されていない。１６層は茶褐色シルトで、有機質を大量に含む。当層中からは、木材や木

製品が多数検出された。土器は弥生時代前期末に遡る可能性を持つものも入るが、主体は弥生時代中期後葉であ

る。１５層と１６層の間には９～１４層が存在する。遺物は出土していない。なお、９層と北東壁中の２４層は色調、土

質が類似し、同一層の可能性がある。１７層は褐灰色シルトで、１６層で見られた木器の堆積が続く。この層も大量

の有機物を含み、色調こそ違え土質は１６層に類似する。木器の堆積が層をまたいで連続する状況と併せ、１６・１７

層は同一層である可能性を考えている。弥生時代前期末葉～中期前葉の土器を包含する。１８層は暗灰色砂質シル

トで、縄文晩期土器片をわずかに確認した。１９層は茶色シルトで有機物を少量含むものの、遺物は確認されな

かった。２０層は暗褐色砂質シルトで混貝層であり、小型の巻き貝を主体とする。土器は出土していない。珪藻分

析により汽水成層であることが確認されている。

今回の調査では南東壁を中心に各層から土壌サンプルを採取し、各種自然科学分析を実施した（第３・４図）。

以下、土層との対応関係についてまとめておく（珪藻、花粉、寄生虫卵分析の詳細については「第３章 自然科

学分析の成果」を参照のこと）。

土層番号

木
器
出
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状
況

出 土 土 器 植物珪酸体分析 珪 藻 分 析 花 粉 分 析

寄
生
虫
卵

海
抜
（
ｍ
）

古
墳
後
期

古
墳
前
期

弥
生
後
期

弥
生
中
期

弥
生
前
期

縄
文
晩
期

イ

ネ

ヨ
シ
属

サ
サ
類

止
水
・
流
水

流
水
性
不
定

海
水
砂
質
干
潟

海
水
泥
質
干
潟

海
水
藻
場

汽
水
―
淡
水

草 本 樹 木
イ
ネ
科（
イ
ネ
属
型
）

イ
ネ
科

オ
モ
ダ
カ
属

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

ス

ギ

カ

シ

シ

イ

１ ２
２
３
４
５ １
６
１５
１６ ０
１７
１８
１９
２０ －１

※線の太さは傾向を示すもので、数量等を正確に反映しているものではない。

表１ 標準層序と自然科学分析結果との対応
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２ 遺構

SA９５（第５図）

調査区北東壁に即して、杭列SA９５を検出した。検出範囲の長さは５．４mで、５本の杭が直線状を呈す。杭上端

部は６層から露出し、全体の検出が可能であった杭に限定すると下端部は１６層に達していた。また、SA９５が溝

等の遺構に伴うものか否かは確認できず、時期の特定には至らなかった。杭は、下端部を尖らせない角材状であ

り、うち２本については、建築材の転用が伺えるものであった。ここでは杭列と認識したが、１６層中より直立し

たような状態で、斧膝柄が出土した例があるため、単に木材が直立したまま埋没した可能性も考えられる。

３ 遺物と出土状況

木器出土状況（第６、７図）

調査区西側から東側にかけて、やや弧を描きながら、帯状に集積する木器群を検出した。木器の集積範囲は、

幅約３m、長さ約１０mで、最も密集する西側で約５０�の厚さで堆積する。

先ず北・東部分において、６層から木器が徐々に検出され始めた。１５層ではやや減少するが、１６層で多量に出

土した。１６層に包含される木器は、南側から北側に向かうに従い希薄になるが、帯状を呈す部分は東から西側に

向かって深度を増す。東側部分の木器堆積は１６層中までであったが、特に西側部分の密度が高く、１７層中まで間

断なく堆積していた。木器全体としてはまとまりを示すものの、個々の木器の方向に明確な規則性は認められな

かった。汽水成層の１８層からも、若干加工木、自然木が確認されたが、濃密な木器の堆積は１７層で終結する。確

認された木製遺物として、木製品が３６点で、その他の８１３点は粗く加工された木材であった。これら木器の集積

した原因について、製品及び木材を近隣地より持ち込んだものと考えた。詳細は後述するが、木器の集積の中か

ら工具で薄く切除されたチップも確認しており、近隣地で木材加工を行っていた可能性が高い。

また、１６層での木器群の検出開始直後、東端・西端２箇所において、スギの圧縮あて材が集中的に出土した。

あて材は枝が湾曲し、同じ方向を向きつつ、重なり合った状態で出土した。その枝の根元は一様に、工具で鋭利

に切断されており、一部に葉を残すものもあった。これらは同定の結果、スギの圧縮あて材であることが判明し

た（１）。針葉樹は風雪などで一方向から圧力を受け続けると、傾いた幹・枝を徐々に上向きに屈曲させて、回復さ

せるための組織を形成する。この組織を圧縮あて材というが、通常の材と比べて硬くてもろく、乾燥時の収縮が

大きいため、木材として利用できない（２）。出土したものは、枝の根元を工具で切断されているが、これは「枝打

ち」によるものか。いずれにせよ、伐採された圧縮あて材のみを束ねて集積している意図は不明である。

木器

木器の分類及び各部位の名称については、『木器集成図録―近畿原始篇―』（１９９３ 奈良文化財研究所）に従っ

た（以下、『木器集成』と略す）。本調査では総数８４９点の木材、木製品の出土をみた。そのうち製品は３６点で、

本項では３０点を図化した。製品は、１６層・１７層から２３点、５・６層から１０点、工具においては４点のうち２点、

農具は９点のうち５点が１６層・１７層からの出土である。各掲載木器の出土層位については観察表を参照された

い。また、観察表の樹種の欄には、全てではないが広葉樹、針葉樹の別を記載した。樹種の詳細は今後の報告に

委ねたい。

工具（第８図）

１～４は斧膝柄で、斧台の形状からいずれも袋状鉄斧が対応すると思われ、１～３は横斧、４が縦斧の柄と考

えられる。１は斧台の調整が粗雑で加工途中段階と思われる。３は握りから斧台に至る部分が鈎状に曲がる形状

をなす。当該部分には非常に細かい加工痕が残り、丁寧に整形している。

農具（第９図）

５は直柄平鍬の身である。『木器集成』によれば広鍬�式に相当すると考えられる。柄孔周辺の隆起は明瞭な

段を持たず徐々に厚みを増している。Ｂ型隆起か。泥除装着装置ｃ２類を持つ。かなり使い込まれたと見え、刃

部の先端が摩耗している。

６
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６、７は曲柄又鍬の身である。刃部が笠下から内湾

しながら幅を増しており、『木器集成』の分類の又鍬

Ｄ�類に相当する。８は欠損のため判然としないが鍬

身であると思われる。軸部が残存する。９は反柄で、

鍬の柄ではないかと考えている。全長は１１１．５�を測

り、鍬の柄としても長い部類に入る。台は装着面を平

坦に仕上げた後、断面Ｖ字状に抉りを入れているのが

特徴的である。

１０、１１は田下駄である。１０は４孔を両面から穿孔

し、１１は両側縁に４箇所の抉りを入れる。

１２、１３は木庖丁で、いずれも紐孔２つで背を直線的

に仕上げ、平面形が平行四辺形を呈するタイプであ

る。

漁撈具（第１０図１４）

１４は櫂であると考える。水かき両面中央に稜線が確

認でき、その横断面は紡錘形状を呈する。表裏の区別

がないタイプに属する。

紡織具（第１０図１５）

１５は形状から織機部材と思われる。端部に紐かけを

削りだした平坦な板状品で、織機を構成する部材の一

つである経巻具に相当するものか。

楽器（第１０図１６）

１６は琴である。全長２２．１�の小型品である。平坦な

板状を呈し、平面形は『木器集成』に従えば、Ｄタイ

プに分類される。４つの突起、琴柱をはめ込む溝と集

弦孔を有し、楽器としての装備は備えているといえ

る。裏面には仕切板や共鳴槽の上面に対応する溝はみ

られず、板作りの琴と言えよう。表面に細かな擦痕が

確認できるが、演奏時の痕跡かどうかは判断できな

い。

武器（第１０図１７）

１７は盾である。表面は!によると思われる加工痕が

よく残る。表裏とも両側縁近くに木目に直交した帯状

の変色部位があり、棒を沿わせ緊縛していたと想定す

る。緊縛のためと思われる孔が片側にのみ変色部位に

沿って４孔確認できる。滋賀県下之郷遺跡出土の持盾

に類似するものと思われる。

容器（第１０図１８～２１）

１８は容器底部である。欠損しているが、椀状の容器

と考えられる。１９は脚付容器の一部と思われる。脚が

一部残るのみだが、盤あるいは槽であると考える。２０

は桶の底板である。半分以上を失っているが、平面形 第５図 SA９５平面・立面図

７
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第８図 木器・工具

挿図番号 器 種 出土層位 法 量（�） 備 考 樹 種 取上番号

１ 斧膝柄 ６層 長４６．３、斧台長１３．２・幅３．３、握り基部径１．８ 未製品 広葉樹 ２５０
２ 斧膝柄 １６層 長４１．２、斧台長１１．６・幅３．４、握り基部径１．８ 広葉樹 ７１９
３ 斧膝柄 ６層 長６２．７、斧台長１１．０・幅４．４、装着部長４．８・幅４．２、握り基部径２．２ 広葉樹 ２１１
４ 斧膝柄 １６層 長（２９．２）、斧台長１７．３・幅２．５、握り径２．１ 広葉樹 ８８６
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は楕円に復元されよう。２１は桶の側板である。内面下位には段を有し、底部端部には角形の切込が入る。桶内面

の黒色塗彩は本例には見られない。

用途不明品（第１１図２２～３０）

２２は厚さ５�の薄い板状を呈し、長軸に沿い両側辺に幅３�程度を削り出す。径１�程度の穿孔を両長辺に概

ね沿って２７孔穿つ。２３は２２と規格が類似し、関連するものと考えられるが、２２のような両側辺の削り出しがな

い。厚さ３�を測り、径１�程の孔を各 １々８箇所空けている。穿孔箇所は側辺片側に偏り、２２とは異なる様相を

呈する。２４は角板状の加工品で、両端を有頭状に抉っている。２５は断面円形の握り状に加工し、中を径１．１�、

深さ６．７�刳り込む。出土時の状態は、縦にほぼ真二つに割れていたが、故意に一度割ってから中を刳り込んだ

可能性も考えられる。『木器集成』で剣鞘とされたものに類似するが、工具の柄又は鞘の可能性もある。２６は断

面紡錘形の棒状を呈し、表面は丁寧に調整され平滑である。何かの柄の一部か。２７は棍棒状を呈し、頭部が両側

から凹み、一部貫通している。凹みを使用痕と解釈すれば横槌又は掛矢、加工痕とすれば斧直柄未製品の可能性

が考えられる。２８は有頭状に整形され、形状は建築部材の栓に似るが穿孔が無い。調整も粗雑で、未製品の可能

性がある。２９は分枝部を用い、斧膝柄に形状は類似するが、斧柄として使用するには強度不足の感がある。３０は

長い棒状を呈し、断面半円形に成形されている。幅は３．３�を測るが、第１０図１７の盾の項で指摘した棒を綴じ沿

わせたと想定した部分の幅とほぼ一致する。盾の部材である可能性を指摘しておく。

出土木器・木材の検討

今年度の調査区においては、木器・木材の出土が顕著であり、８４９点が確認された。そのうち木製品が３６点、

建築材が６点であったが、その他は加工木材であった。今年度の調査区より出土した、これら多量の木器・木材

の集積状況について検討するために、次のような作業を実施した。

先ずは、全ての木器・木材を対象として、接合関係の確認を行った。６４点同士が接合し合って、３０点の接合例

を確認することができた。接合木器のうち４点が製品で、その器種は、農具の反柄、織機、盾、建築材であっ

た。残りの２６点は細長く、厚みを持たない加工木材であった。これらの接合面は、合計で３５面であったが、その

内訳は、側部同士の接合が４例、端部同士の接合が３１例であった。接合面のうち、農具の反柄、織機の端部と、

盾の一部分は、工具によって切断されていたが、端部の接合面の９１％は、利器による切断ではなく、人力で折ら

れていた。この人力による分割の特性を、端的に象徴しているのが盾であった。この盾はスギの板目材を用い

て、工具で薄く仕上げられているが、４枚の板に分割された状況で出土した。接合面の形状から、最初に木目に

沿って上下２枚に工具で分割され、次にそれぞれを重ねて、中央部分でさらに折って分割したと見られる。中央

の接合面は、瞬時に年輪が切断されなかったため、複雑な裂け目を持つ。この中央の接合面が、後述の端部加工

「Ｃ型」の接合例である。このような接合面の特性及び盾の分割過程から、木器は集積後に破損したのではなく、

人為的に分割されたものと考えた。

また、接合する木器の位置関係を調べたところ、同一層のもので、近距離のもの同士が接合した。例外的に織

機は上下の５層、６層で接合した。このような接合の位置関係から、木器は集積後広域に散逸した可能性は低

く、元位置を保っているものと予想された。

次に、木製品を除く８１３点について、樹種、木取りの観察及び法量の計測を行った。樹種に関しては、スギ製

挿図番号 器 種 出土層位 法 量（�） 備 考 樹 種 取上番号

５ 直柄平鍬 １６層 長（２１．９）、幅１６．９、最大厚１．５、柄孔径３．６、隆起長１１．０・幅９．９ 広葉樹 ７２０
６ 曲柄又鍬 ５層 長（４８．９）、幅（５．８）、刃部長（３７．１）、軸部厚１．４ 広葉樹 １３０
７ 曲柄又鍬 １６層 長（５１．２）、幅（７．１）、刃部長（３９．２）、軸部厚１．２ 広葉樹 ４４７
８ 曲柄鍬 ５層 長（１７．８）、幅（４．７）、軸部厚１．３ 広葉樹 １０４
９ 反柄 １６層 長１１１．５、鍬装着面長２１．３・幅４．１・刳込部深１．５、握り径２．４ 広葉樹 ５２７・９７６
１０ 田下駄 １６層 長３２．１、幅２３．１、厚２．５ ３９１
１１ 田下駄 ６層 長３０．２、幅１１．０、厚２．０ ８６９
１２ 木庖丁 １６層 長（７．１）、幅４．９、厚１．０ 広葉樹 ４４６
１３ 木庖丁 １５層 長（１１．０）、幅５．７、厚１．１ 広葉樹 ３０１

１２
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第１０図 木器・紡織具、漁撈具、武器、容器、楽器、祭祀具
（縮尺 １／８：１４、１／６：１７・２０・２１、１／４：１５・１６・１８・１９）

挿図番号 器 種 出土層位 法 量（�） 備 考 樹 種 取上番号

１４ 櫂 １６層 全長（９４．８）、水かき部長（３５．３）・幅１１．８・厚１．４、柄径２．７×１．７ 広葉樹 ５２３
１５ 織機 ６層 長（２５．３）、幅３．２、厚０．６ 針葉樹 １４３・３０７
１６ 琴 １６層 長２２．１、幅４．８、厚０．６、突起長１．８、集弦孔径０．５ 針葉樹 ３２８
１７ 盾 １６層 長（１４．２）、幅４７．７、厚０．６、孔横間隔３．１・縦間隔０．７ 針葉樹 ６８５・６８７・７７７
１８ 容器底部 １６層 高（２．８）、身深（１．７）、厚１．１ 針葉樹 ５１５
１９ 脚付容器 １６層 長（１２．５）、幅（３．５）、脚高（０．５） 針葉樹 ７８９
２０ 桶底板 不明 長（１５．０）、幅（３．３）、厚０．５ 針葉樹 ７１７
２１ 桶 不明 高２２．１、幅（５．２）、厚０．５ 針葉樹 ２５７
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第１１図 木器・用途不明品（縮尺 １／８：３０、１／６：２２～２７、１／４：２８・２９）

挿図番号 器 種 出土層位 法量（�） 備 考 樹種 取上番号

２２ 用途不明品 １６層 長３２．０、幅２．４、厚０．５、溝幅１．４・深０．２ 針葉樹 ５５７
２３ 用途不明品 １６層 左：長（２２．４）、幅２．３、厚０．３ 右：長（２２．４）、幅２．３、厚０．３ 針葉樹 ５５７
２４ 用途不明品 １７層 長５０．８、幅５．５、厚２．６ 針葉樹 ７４１
２５ 用途不明品 １６層 長１７．０、幅３．６、厚３．３、装着孔？深６．７・径１．１×１．８ 針葉樹 ９７１
２６ 用途不明品 ５層 長（２７．７）、幅３．２、厚１．７ 針葉樹 ８１
２７ 用途不明品 １６層 長（３４．２）、幅７．０、厚４．７ 広葉樹 ６５８
２８ 用途不明品 １６層 長（２４．１）、頭部長５．５・幅１０．７・厚５．６ 未製品？ 針葉樹 ３９２
２９ 用途不明品 １６層 長（９．４）、幅１０．８、身？長１０．４・幅１．５、柄？径１．１ 針葉樹 ４４８
３０ 用途不明品 １６層 長（１３７．０）、幅３．３、厚２．２ ５６１
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と見られるものが９４％に達した。木取りに関しては、腐朽が進行していて不明瞭なもの２３点、幅・厚さが１．５�

未満のため、判別が困難な棒状の材１８０点を除外すれば、板目材が７８％、柾目材が１７％となり、板目材の出土が

顕著であった。また法量については長さ、幅、厚さの計測を行い、その結果を図１２、図１３に示している。計測に

当たっては、木取りに対し平行する方向の値を「長さ」とし、直交する方向の値を「幅」、木口面の厚さを「厚

さ」とした。図１２について、ドットの密度から次のような３領域に分けて検討を行った。長さ３０�・幅４�以内

で、ドットの集中する範囲を「領域１」、長さ７５�・幅８�以内で、ドットがややまばらになる、領域１を除く

範囲を「領域２」、それ以上の長さ・幅を持つ、ドットが点在する範囲を「領域３」とした。すると、木材は領

域１に５０％、領域２に３０％が含まれ、８０％の出土木材が、幅のない細長い形状を持つことが分かった。また図１３

から、木材は厚さ２�以内に８８％が集中し、厚さの薄い材が大部分を占めることが分かった。このような木材の

大きさから、出土木材は加工時に生じる破材ではないかと推測した。

さらに、出土木材の表面・側部・端部に関して、加工方法の違いについて分類を行った。各部位の定義は次の

ように行った。表面は最も面積の広い面、側部は側面の長い方の面、端部は側面の短い方の面を指す。表１は、

各部位の加工方法と、その出現頻度を示している。表面・側部・端部はそれぞれ２面存在するため、出現頻度は

延べの回数になっている。先ず、表面・側部加工においては、工具で分割しただけのもの（Ａ型）と、分割後、

工具を利用して調整を施すもの（Ｂ型）とに分類された。Ａ型は、年輪方向に向かって激しく筋目が入り、加工

面全体に複雑な凹凸を持つ。このＡ型の出現頻度は、表面加工で７８．２％、側部加工で８４．８％になり、出土木材の

多数が分割しただけで、丁寧に調整されていないことが分かった。Ａ型は、入念な作業を必要としないおおざっ

ぱな分割、つまり「粗割」である。よってＡ型は、原木から木材を分割する作業、または木材から素材を分割す

る作業を表していると考えた。

次に端部加工では、切断しにくい年輪の巡る木口面を切断するため、表面・側部加工と比較して、若干工具の

出現頻度が増した。切断が一方向から行われているもの（Ｄ型）、二方向から行われているもの（Ｅ型）、Ｃ型で

主に分割した後、一部分をＤ型で切断するもの・Ｄ型で主に切断するが、一部分をＣ型で分割するもの（Ｆ型）、

加工面が鋸歯状を呈すもの（Ｇ型）が確認され、工具を利用して切断・加工している例が２５％になった。なかで

もＧ型加工の木材は、幅・厚さが一定でなく、Ｖ字状の谷間が単一のものや、連続して設けられる例もあった。

Ｇ型は、何らかの意図を持って鋸歯状に加工したと考えられるが、現時点ではその目的を特定できなかった。一

方、端部加工において６７．５％を占めたのは「Ｃ型」で、工具を利用せず、人力で折って分割されたものである。

図１２、１３に示すように、出土木材の幅は１０�未満の範囲に集中し、厚さは２．０�未満の範囲に集中する。その上

出土木材は、割裂性の高いスギ製であるため、人力で折ることは充分可能である。細長く、厚さのない材を簡単

部位 分類 使用頻度（延べ） ％ 分類 分割の特徴
Ａ型…工具で分割した後、手斧で調整を行っていないもの
Ｂ型…工具で分割した後、手斧で調整を行っているもの
Ｃ型…工具を利用せず、端部を折って分割しているもの
Ｄ型…工具で端部を一方向から切断しているもの
Ｅ型…工具で端部を二方向から切断しているもの
Ｆ型…端部を折って分割＋工具で端部を切断しているもの
Ｇ型…工具で端部を鋸歯状に切断しているもの

表面

Ａ型 １，２７２ 回 ７８．２％

Ｂ型 ２８４ 回 １７．５％

不明 ４．３％

側部

Ａ型 １，３７９ 回 ８４．８％

Ｂ型 １６９ 回 １０．４％

不明 ４．８％

端部

Ｃ型 １，０９７ 回 ６７．５％

Ｄ型 ３８７ 回 ２３．８％

Ｅ型 ３ 回 ０．２％

Ｆ型 ２ 回 ０．１％

Ｇ型 １５ 回 ０．９％

不明 ７．５％

表２ 出土木材に見られる加工方法
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第１２図 出土木材の長さ・幅

第１３図 出土木材の厚さ

第１４図 出土木材加工分類図

型番 側部 表面 端部 点 数 ％
�１ × × × ４３６ 点 ５３．６％
�２ × × △ ７５ 点 ９．２％
�３ × × ○ ６８ 点 ８．４％
�４ × △ × １８ 点 ２．２％
�５ × △ △ ７ 点 ０．９％
�６ × △ ○ ５ 点 ０．６％
�７ × ○ × ３１ 点 ３．８％
�８ × ○ △ １７ 点 ２．１％
�９ × ○ ○ ２２ 点 ２．７％
�１ △ × × ３ 点 ０．４％
�２ △ × △ １ 点 ０．１％
�３ △ × ○ １ 点 ０．１％
�４ △ △ × ３ 点 ０．４％
�５ △ △ △ ６ 点 ０．７％
�６ △ △ ○ １ 点 ０．１％
�７ △ ○ × ８ 点 １．０％
�８ △ ○ △ ３ 点 ０．４％
�９ △ ○ ○ ２ 点 ０．２％
�１ ○ × × ９ 点 １．１％
�２ ○ × △ ６ 点 ０．７％
�３ ○ × ○ １５ 点 １．８％
�４ ○ △ × １ 点 ０．１％
�５ ○ △ △ ３ 点 ０．４％
�６ ○ △ ○ ０ 点 ０．０％
�７ ○ ○ × ４ 点 ０．５％
�８ ○ ○ △ １２ 点 １．５％
�９ ○ ○ ○ ２１ 点 ２．６％
不明 不明 不明 不明 ３５ 点 ４．３％
〈側部・表面加工〉
×…両面をＡ型で分割しているもの
△…片面をＡ型で分割し、もう一方をＢ型で加
工しているもの

○…両面をＢ型で加工しているもの
〈端部加工〉
×…両端をＣ型で分割しているもの
△…一端をＣ型で分割し、もう一方をＣ以外の
方法で切断したもの

○…両端をＣ以外の方法で切断したもの

表３ 出土木材加工別分類表
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な方法で分割しようとするならば、真っ先に「折る」行為が念頭に浮かぶであろうし、端部に残された裂け目か

らも、Ｃ型は自然欠損ではなく人力に因るものと判断した。またＣ型の出現頻度が高いのは、製品の生産目的と

は考えにくく、不要な木材を折ったためと考えた。

このような加工方法について、各木材の表面・側部・端部加工がどのような組み合わせであるのか、表２にま

とめてみた。Ａ型の多くみられる側部加工で、先ずは分類を行った。両側部をＡ型で分割しているものを「�

型」、片面をＡ型で分割し、もう一方をＢ型で分割しているものを「�型」、両側部をＢ型で分割しているものを

「�型」とした。さらに、表面も側部と同様に、工具の利用方法に着目し３通りに分類した。端部はＣ型を基準

にして、両端をＣ型で分割するもの、一端をＣ型で分割し、もう一端をそれ以外で分割するもの、両端をＣ型以

外の方法で切断するものの３通りに分類した。その分類の結果をグラフにしたものが、図１４であるが、表面、側

部を全てＡ型で分割し、端部をＣ型で分割しているもの（�１型）が５３．６％を占める結果となった。また、Ａ型

もＣ型も全く使用しない、全面を工具で加工している例（�９型）は２．６％であった。このことから、出土木材

の５３．６％が破材であり、不明及び�９型を除く４０％は、いずれかの部位でＡ型かＣ型が使用されており、これら

も破材である可能性が高い。

以上のことから、木器・木材の出土状況について、次のように考察を行った。

・出土木材の大きさ、Ａ型の顕著な出現、Ｃ型の出現頻度の高さから、出土木材は破材である可能性が高

い。

・表面に手斧痕を残す板材の両側部を、Ａ型で分割するものを７０例（�７～９型）確認したが、そのうち幅

が５�以下のものが５９％であった。これらは、製品を細切れに分割していることから、転用目的の加工で

はない。

・出土木材は、近隣地より調査区内に持ち込まれたものと考えられる。

このように多くの破材等を集積するには、それだけの木材調達、加工作業が前提となってくる。Ａ型の顕著な

使用、多数の破材の出土、木材加工途中に生じたと見られるチップの出土などから、調査区の近隣地で木材加工

が行われていた可能性が高いものと考えられる。

土器・土製品（第１５図）

本書において、弥生時代中期中葉～古墳時代前期初頭の土器の時期比定については、松井潔１９９７「東の土器、

南の土器」『古代吉備』第１９集に依拠する。

第５層出土土器（第１５図１・２）

当層では弥生時代中期～古墳時代後期の土器を確認し、その中で弥生時代後期中葉～古墳時代前期初頭のもの

が多く出土した。第１５図１は須恵器の坏身である。底部はヘラ切り後粗雑なナデ調整を施す。陶邑TK２０９形式に

該当すると思われる。２は弥生土器の高坏又は器台の脚台部である。脚柱部下位に凹線文を施す。その下に刻目

を入れた突帯を巡らせ、直下の沈線中に径約３�の円孔を２�程度の間隔で穿つ。復元径から、完存していれば

５方向に穿孔されていたと想定する。凹線文の存在から中期後葉～後期に位置付けられるものか。

第６層出土土器（第１５図３～１２）

当層においては、弥生時代中期～古墳時代前期初頭の土器を検出した。主体をなすのは弥生時代後期中葉～古

墳時代前期初頭のものである。３～１１は甕又は壺である。３、４は複合口縁外面をヨコナデ調整するものであ

る。３は口縁端部を面取気味にする。松井編年	�期か。４は口縁部が外傾し、やや外反しながら立ち上がる。松

井編年
～�期に相当する。５～８は複合口縁外面の波状文や多条平行沈線を部分的にナデ消すもので、松井編

年�・
期、	期のいずれかと考えられる。９～１１は口縁帯に多条平行沈線が施されるもので、９、１０の口縁部

はやや外傾し、１１は口縁下端から外反気味に立ち上がる。松井編年�期に該当する。１２は高坏で、口縁部が外反

し大きく開くタイプである。松井編年
期又は�期に相当する。

第１５層出土土器（第１５図１３・１４）

弥生時代中期～弥生時代後期後葉の土器を確認した。１３は甕、１４は壺の口頸部である。１３は口縁部外面の多条
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平行沈線をナデ消し、口縁部下端の稜は下垂せず外方向の甘い稜となる。松井編年の�・
期にあたる。１４は口

縁部下端が突き出る器形で、外反しつつ立ち上がる口縁部外面に平行沈線が施される。松井編年�期もしくは�

期と考える。

第１６層出土土器（第１５図１５～１８）

当層と１７層にかけて、木器が多量に検出される。土器は弥生時代中期後葉のものが主体をなす。１５は壺で、断

面三角形状に拡張した口縁部に４条の凹線文が巡る。松井編年�期。１６は甕と思われる。拡張された口縁部に２

条の凹線文を施す。松井編年の�期に相当するものか。１７は高坏である。内湾気味に立ち上がり口縁部下に凹線

を巡らせ、端部を肥厚させる。坏部の深いタイプと思われ、時期は中期中葉～後葉と考える。１８は壺で、口縁端

部を欠く。外面は粗雑なナデ調整の後、ヘラミガキを施す。中期前葉以前のものか。

第１７層出土土器（第１５図１９～２２）

１６層でピークを迎える木器の堆積はこの層まで一部継続する。弥生時代前期末から中期前葉の土器を確認し

た（３）。１９～２２は壺である。１９は口縁部が外反気味に開く器形で、外面はヘラミガキが施される。２０は胴部で、上

位にヘラ描沈線文が巡る。２１は小型の壺と考えている。頸部付近のヘラ描沈線下に円形の刺突文が入る。２２は底

部で、外反気味に立ち上がって、内湾気味の胴部下位へと続く。時期は、器形とヘラ描沈線文の存在から前期末

葉～中期前葉に相当すると考える。

第１８層出土土器（第１５図２３）

当層からは縄文土器を２点検出した。２３は深鉢である。内外面貝殻による条痕が施され、口縁端部の突起が特

徴的である。近畿地方篠原式併行の土器と考えられ、縄文時代晩期中葉に比定される。

土玉（第１５図２３～３４）

５層から１６層にかけて１１点確認され、全点を図示した。３１が無孔でそれ以外は有孔である。２７にヘラ状工具と

思われる圧痕が確認できる。法量は高さ２．０�～３．３�、幅１．９�～３．４�の間に収まる。有孔土玉法量の平均値を

算出すると、高さ２．５�、幅２．８�、重量１８．２gである。

その他の遺物（第１５図）

本調査において、石器６点、骨角器２点、鉄器１点の出土をみた（４）。各々の出土層位については観察表を参照

されたい。

石器（第１５図１～４、写真図版１６）

１・２は剥片である。数カ所に打撃を加え剥ぎ取っているが、不定形で用途に関しては不明である。３は磨石

である。平面形は隅丸三角形状を呈し、ちょうど手の平に収まるような礫を選択している。使用面は平滑で、擦

痕が確認できる。４は台石である。使用痕は両面に認められる。ただ、一方の面は平坦部が狭く、その面を下に

すると据わりが良くない。写真図版１６の左列中段は大型石庖丁の素材と思われ、板状に剥離する石材である。写

真図版１６左列下段右下は軽石加工品か。

挿図番号 器 種 出土層位 器高（�）口径（�）底径（�） 施 文 ・ 調 整 取上番号

１ 須恵器・坏身 ５層 ４．０ △１２．６ △８．１ 口縁部・体部内外面回転ナデ、底面外面ヘラ切り後粗雑なナデ、内面回転ナデ後不定方向ナデ ８６、８７
２ 高坏or器台 ５層 （４．２） ― ― 脚柱部下位外面：凹線文、突帯（刻目有）以下脚台部外面ナデ後ヘラミガキ、内面風化の為調整不明、外面に一部赤彩痕跡有 １００
３ 甕or壺 ６層 （５．６） △１８．６ ― 口縁部内外面ヨコナデ、頸部内面ヘラケズリ １７３
４ 甕 ６層 （５．０） △１５．８ ― 口縁部内外面ヨコナデ、頸部内面ヘラケズリ １７３
５ 甕 ６層 （５．６） △１７．４ ― 口縁部外面波状文一部ナデ消し、肩部外面多条平行沈線文、口縁部内面ヨコナデ、胴部内面ヘラケズリ ３１３
６ 甕 ６層 （４．６） △１６．９ ― 口縁部外面波状文一部ナデ消し一部ヘラミガキ、頸部外面ナデ一部ヘラミガキ、口縁部内面ヘラミガキ、頸部内面ヘラケズリ １３３
７ 甕 ６層 （５．４） １５．８ ― 口縁部外面多条平行沈線文一部ナデ消し、頸部外面ナデ、口縁部内面ヨコナデ、頸部内面ヘラケズリ ２６５
８ 甕 ６層 （３．８） △１３．６ ― 口縁部外面多条平行沈線文一部ナデ消し、頸部内面ナデ、口縁部内面ヘラミガキ、頸部内面ヘラケズリ ２９８
９ 甕or壺 ６層 （５．１） △１８．６ ― 口縁部外面多条平行沈線文、頸部外面ナデ、口縁部内面ヨコナデ、頸部内面ヘラケズリ後ヘラミガキ ２０２、３６１
１０ 壺 ６層 （６．０） △１７．０ ― 口縁部外面多条波状沈線文、頸・肩部外面ナデ、口縁部内面ヨコナデ一部ヘラミガキ、胴部内面ヘラケズリ ３０２
１１ 甕or壺 ６層 （６．９） △１５．６ ― 口線部外面平行沈線文、肩部外面連続刺突文、頸部～胴部外面ナデ、口縁部内面ヘラミガキ、胴部内面ヘラケズリ ２６５
１２ 高坏 ６層 （４．６） △２９．２ ― 口縁部外面ヨコナデ・ヘラミガキ、胴部外面ハケ・ヘラミガキ、口縁部内面ヨコナデ、胴部内面ヘラミガキ １８９
１３ 甕 １５層 （６．１） △１６．４ ― 口縁部多条平行沈線文ナデ消し、肩部外面押引文、口縁部内面ナデ、頸部内面以下ヘラケズリ一部ヘラミガキ １７２
１４ 壺 １５層 （４．２） △１５．２ ― 口縁部外面平行沈線文、頸部外面ナデ、口縁部内面ナデ、頸部内面以下ヘラケズリ ３４５
１５ 壺 １６層 （４．３） △１７．５ ― 口縁部外面凹線文、頸部外面ナデ、口縁部内面ナデ ３２９
１６ 甕 １６層 （１．５） △１４．６ ― 口縁部外面凹線文、頸部外面ナデ、口縁部内面ナデ ３５５
１７ 高坏 １６層 （４．３） △２５．８ ― 口縁部凹線文、胴部ヘラミガキ、口縁部内面ナデ、体部内面ヘラミガキ ５９０
１８ 壺 １６層 （１３．８） △９．０ △６．０ 頸部外面ナデ、胴部～底部外面縦位ヘラミガキ、頸部～底部内面粗いナデ ９１９
１９ 壺 １６層 （８．０） １０．３ ― 口縁部外面ナデ、頸部・肩部外面縦位ヘラミガキ、口縁部内面ナデ、肩～胴部内面ナデ・ユビオサエ ７６６、８３６、８４２
２０ 壺 １６層 （６．３） ― ― 肩部外面多条ヘラ描沈線文、胴部外面ヘラミガキ、胴部内面ナデ、ユビオサエ ８５４
２１ 壺 １７層 （４．６） ― ― 肩部外面２条ヘラ描沈線文、直下に連続刺突文（円形）、胴部外面ヘラミガキ、胴部内面ナデ ７６０
２２ 壺 １７層 （７．５） ― ５．２ 胴部下位外面ハケ・ヘラミガキ、底部外面ヘラミガキ・ユビオサエ、胴部下位内面ハケ、底部内面ハケ一部ヘラミガキ ７６７
２３ 縄文土器・深鉢 １８層 （９．３） △３０．１ ― 口縁部～胴部内外面貝殻条痕、口縁端部突起貼付、突起上面ナデ調整 ９６７
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第１５図 土器、土製品（縮尺 １／４：１～２３、１／３：２４～３４）

挿図番号 器 種 出土層位長（�）幅（�） 重量（g） 備 考 取上番号

２４ 土玉 ５層 ２．０ ２．７ １４．５ 有孔 １１３
２５ 土玉 ５層 ２．５ ２．７ １６．３ 有孔 ９８
２６ 土玉 ６層 ２．６ ３．１ １８．４ 有孔 １１９
２７ 土玉 ６層 ３．３ ３．４ ３５．８ 有孔 ヘラ状工具による圧痕 ２５４
２８ 土玉 ６層 ２．７ ３．１ ２５．３ 有孔 １７３
２９ 土玉 ６層 ２．６ ２．９ １８．４ 有孔 ２６５
３０ 土玉 ６層 ２．２ ２．４ １０．２ 有孔 ２１９
３１ 土玉 ６層 ２．０ １．９ ６．０ 無孔 ２０９
３２ 土玉 ６層 ２．０ ２．４ ９．９ 有孔 ２５４
３３ 土玉 １５層 ２．６ ２．８ １７．１ 有孔 ９５４
３４ 土玉 １６層 ２．７ ２．８ １６．３ 有孔 ６９６
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第１６図 石器、骨角器、鉄器（縮尺 １／４：３・４、１／２：７、２／３：１・２・５・６）

挿図番号 種 別 器 種 出土層位 法 量（�） 備 考 材 質 取上番号
１ 石器 剥片 ５層 全長６．６、最大幅５．４、最大厚３．３ 砂質粘板岩 １０２
２ 剥片 １６層 全長３．８、最大幅３．１、最大厚０．７ 砂質粘板岩 ４７８
３ 磨石 ６層 全長８．１、最大幅７．７、最大厚５．７ 閃緑!岩 ２８３
４ 台石 １６層 全長１８．２、最大幅１４．４、最大厚９．９ 細粒花崗岩 ３７７
図版１６ 大型石庖丁素材 １６層 全長２０．９、最大幅１７．４、最大厚３．９ ７５３
図版１６ 軽石加工品 １９層 全長３．３、最大幅２．７、最大厚１．６ ７０７
５ 骨角器 貝輪 ６層 縦２．９、横４．９、幅０．７ 未製品 二枚貝製 ２２２
６ 貝輪 ６層 縦６．３、横７．９、幅１．５ 未製品 二枚貝製 １９２
７ 鉄器 鉄器片 ６層 長２．７、最大幅３．８、最大厚０．５ ９８２

２０



骨角器（第１５図５、６）

５・６は貝輪である。二枚貝の殻の内から外に向かって打ち掻き、輪を形作るものである。破断面は未調整で

あり、いずれも未製品と考えられる。

鉄器（第１５図７）

７は平面不定形の鉄器片である。上面はわずかに反り気味となり、右側辺端は刃状を呈するが、欠損である。

その他

上記以外の出土遺物として、獣骨が１１点出土しているが、詳細は今後の報告に委ねたい。

註� 圧縮あて材の木部及び葉の同定は、金原発掘調査委員に依頼した。

� 島地 謙・伊東隆夫共著 １９９６『図説 木材組織』地球社

日本木材加工技術協会関西支部編 １９９５『木材の基礎科学』海青社

� これら一連の土器について、鳥取県教育委員会事務局文化課の濱田竜彦文化財主事の助言を得た。

� 石器の石材鑑定は、赤木副委員長に依頼した。また、鳥取県教育委員会事務局文化課の湯村功文化財主事

から石器について、高尾浩司文化財主事には鉄器について助言を得た。
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第３章 自然科学分析の成果

１ 青谷上寺地遺跡Ｄ調査区南東壁における環境考古学分析

奈良教育大学 金 原 正 明
古環境研究所 金 原 正 子

は じ め に

青谷上寺地遺跡Ｄ調査区は、遺跡の南部の標高約２mの低地に位置する。弥生時代の堆積層は標高０m前後に

分布し、多量の木製品を出土する。下位には貝が含まれ、汽水成ないし海成とみなされる堆積層が分布する。本

報告では南東壁の堆積物の寄生虫卵分析を含む花粉分析と珪藻分析の環境考古学分析を行い、弥生時代を中心と

する環境と植生の変遷の推定を行う。なお、本報告の機会を与えて頂いた鳥取県埋蔵文化財センターに感謝致し

ます。また、本報告の作成にあたり、岡山邦子、金原明、木寺きみ子、木村道広、山本智加の各氏に分析処理等

を行って頂いた。

試料および土層

南東壁の土層と試料を概観すると、下部より２０層（暗灰色砂質シルト、試料２６・２７）、１９層（茶色シルト、試

料２４・２５）、１８層（暗灰色砂質シルト、試料２３）、１７層（褐灰色シルト、試料２１・２２）、１６層（茶褐色シルト、試

料１８～２０）、１４層（淡黄灰褐色砂質土、試料１７）、１３層（黄灰褐色粘質土、試料１６）、９層（淡赤褐色シルト（砂

混）、試料１５）、１５層（暗灰色シルト、試料１３・１４）、６層（灰褐色シルト、試料１１・１２）、５層（灰褐色シルト、

試料６～１０）、４層（暗褐色粘質土、試料４・５）、３層（淡黄褐色粘質土、試料３）、２層（黒灰色粘質土、試

料２）、１層（暗灰褐色粘質土、試料１）となる。

上部下部ともに有機質に富む堆積物が分布するが、下部の２０層から１５層は泥炭質の水成堆積物であり、上部の

１層から６層は分解質となり土壌生成作用を受けつつ生成された堆積物となる。１６層の上半で標高０mである。

２０層（暗灰色砂質シルト）は貝を含む。下部の堆積物は海成ないし汽水成の堆積物と考えられる。１８層から縄文

時代晩期中葉、１７層から弥生時代前期末葉～中期前葉、１６層から弥生時代前期末葉～中期後葉、１５層から弥生時

代中期～後期後葉、６層から弥生時代中期～古墳時代前期初頭の土器がそれぞれ含まれ、１６・１７層は主に木製品

を含む。

花粉分析（寄生虫卵分析を含む）

� 方 法

花粉粒の分離抽出は、試料に以下の物理化学処理を施して行った。１）５％水酸化カリウム溶液を加え１５分間

湯煎する。２）水洗した後、０．５�の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

３）２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置する。４）水洗した後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理

（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン氏液を加え１分間湯煎）を施す。５）再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

６）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、遠心分離（１，５００rpm、２分間）の後、上澄みを捨てるという操作を

３回繰り返して行った。検鏡はプレパラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって３００～１，０００倍で行った。花粉の

同定は、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科・亜科、属、亜属、節および種の階

級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン（―）で結んで示した。なお、科・亜科や属の階級の分

類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群とした。イネ属に関しては、中村（１９７４、１９７７）を
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参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して分類しているが、個体変化や類似種

があることからイネ属型とした。また、花粉の計数に伴って出現する寄生虫卵も同定と計数を行った。

� 結 果

出現した分類群は、樹木花粉３７、樹木花粉と草本花粉を含むもの４、草本花粉２８、シダ植物胞子２形態の計７１

である。これらの学名と和名および粒数を表に示す。花粉数が２００個以上計数できた試料は、遺跡の植生と環境

を調べるために、花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを作成した。以下に出現した分類群を記す。

樹木花粉：マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、コウヤマキ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノ

キ科、クルミ属、サワグルミ、ノグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサダ、クリ、

シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、アカメ

ガシワ、サンショウ属、センダン属、キハダ属、モチノキ属、カエデ属、トチノキ、ブドウ属、シナノキ属、ツ

バキ属、ミズキ属、モクセイ科、トネリコ属、ツツジ科、ニワトコ属―ガマズミ属、スイカズラ属

樹木花粉と草本花粉を含むもの：クワ科―イラクサ科、バラ科、マメ科、ウコギ科

草本花粉：ガマ属―ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、イボク

サ、ミズアオイ属、タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、アカザ科―ヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ属、アブラ

ナ科、ツリフネソウ属、ノブドウ、フウロソウ属、アカバナ科、チドメグサ亜科、セリ亜科、シソ科、オオバコ

属、オミナエシ科、ゴキヅル、タンポポ亜科、キク亜科、オナモミ属、ヨモギ属

シダ植物胞子：単条溝胞子、三条溝胞子

� 花粉群集の変遷

分析結果から、花粉群集の構成と組成の編成から、下位より６帯の花粉帯を設定した。

１）Ｐ―�帯（１８～２０層、試料２３～２７）：樹木花粉の占める割合が高く、スギが極めて優占する。やや高率に

コナラ属アカガシ亜属が出現し、シイ属などが伴われる。草本花粉は低率である。

２）Ｐ―�帯（１６・１７層、試料１８～２２）：樹木花粉は大きく変化しないが、イネ科、カヤツリグサ科の草本花

粉がやや低率に出現する。

３）Ｐ―�帯（１５～１４層、試料１３～１７）：樹木花粉では、スギ、コナラ属アカガシ亜属などが軽微に減少し、

トチノキが微増する。草本花粉はイネ属型を含むイネ科がやや増加する。他にクワ科―イラクサ科が微増す

る。

４）Ｐ―�帯（５層下部・６層、試料８～１２）：イネ属型を含むイネ科の増加で特徴づけられる。オモダカ属、

ミズアオイ属が低率に出現し、カヤツリグサ科が減少し、樹木花粉も全体的に軽微に減少する。

５）Ｐ―�帯（４層・５層上部、試料４～７）：スギの減少で特徴づけられる。イネ属型を含むイネ科など草

本花粉がやや増加する。

６）Ｐ―�帯（１～３層、試料１～３）：イネ属型が増加し、スギ、コナラ属アカガシ亜属など樹木花粉が減

少する。

� 花粉分析から推定される植生と環境

花粉帯にそって下位より、植生と環境の推定を行う。

１）Ｐ―Ｉ帯期（１８～２０層、試料２３～２７）縄文時代晩期ないしそれ以前：周囲および周辺地域には、スギ林を

主にコナラ属アカガシ亜属とシイ属の照葉樹林が分布していた。

２）Ｐ―�帯期（１６・１７層、試料１８～２２）弥生時代前期末葉～中期後葉：周囲でイネ科、カヤツリグサ科の草

本の生育する湿地が拡大する。

３）Ｐ―�帯期（１５～１４層、試料１３～１７）弥生時代中期～後期後葉：周囲で水田が拡大し、周囲に分布してい
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た湿地草原が水田化される。人為環境の縁辺に分布する草本の多いクワ科―イラクサ科が増加し、周囲で人

間活動が活発になったと推定される。

４）Ｐ―�帯期（５層下部・６層、試料８～１２）弥生時代中期～古墳時代前期初頭および以降：水田雑草であ

るオモダカ属、ミズアオイ属も生育し、本調査区が水田化され、周囲でも水田が大きく拡大したと考えられ

る。

５）Ｐ―�帯期（４層・５層上部、試料４～７）：スギ林が減少し、水田が拡大したと考えられる。スギ林の

減少と水田の拡大からみて、当初から平野部の縁辺ないし内部にスギ林が分布していたと考えられ、この時

期に平野部のスギ林が切り開かれ、水田が拡大されたと考えられる。

６）Ｐ―�帯期（１～３層、試料１～３）：イネ属型花粉が増加し、水田の集約性が高くなったと考えられる。

周辺地域のスギ林、コナラ属アカガシ亜属やシイ属の照葉樹林が人為干渉によって大きく減少する。

� 寄生虫卵について

寄生虫卵は低密度に回虫卵と鞭虫卵が散見され、特に６層下部～１３層（試料１２～１６）にかけて連続して出現す

る。居住域からの汚染とみなされ、これらの時期に居住域が比較的近くまで分布していたと考えられる。

珪 藻 分 析

� 方 法

試料には以下の物理化学処理を施し、プレパラートを作成した。１）試料から１!を秤量する。２）１０％過酸

化水素水を加え、加温し反応させながら、１晩放置する。３）上澄みを捨て、細粒のコロイドおよび薬品の水洗

を行う。水を加え、１．５時間静置後、上澄みを捨てる。この操作を５、６回繰り返す。４）残渣をマイクロピペッ

トでカバーグラスに滴下し乾燥させる。マウントメディアによって封入しプレパラートを作成する。

プレパラートは生物顕微鏡で６００～１，５００倍で検鏡し、直線視野法により計数を行う。計数は、同定・計数は珪

藻被殻が１００個体以上になるまで行い、少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

� 結 果

１４１分類群の珪藻が同定された。計数された珪藻の学名と個数を表に示す。また珪藻総数を基数とする百分率

を算定したダイアグラムを図に示す。以下に主要な分類群を記す。

貧塩性種（淡水生種）：Amphora copulata、Aulacoseira sp.、Cymbella silesiaca、Diploneis sp.、Fragilaria

construens、Fragilaria construens v. venter、Gomphonema parvulum、Gyrosigma sp.、Navicula decussis、

Navicula pupula、Pinnularia viridis、Stauroneis phoenicenteron

貧塩・中塩性種（淡水・汽水生種）：Cocconeis placentula、Rhopalodia gibberula

中・真塩性種（汽水―海水生種）：Achnanthes brevipes、Cocconeis scutellum、Diploneis smithii、Navicula

peregrina、Nitzschia granulata、Nitzschia levidensis v. victoriae

� 珪藻群集の変遷

珪藻群集は、真―中塩性種（海―汽水生種）の優占する１５層より下位の下部と貧塩性種（淡水生種）の優占す

る６層より上位の上部に大きく分かれる。珪藻群集の構成と組成の変遷から７帯の区分を設定した。

１）Ｄ―�帯（１８～２０層、試料２３～２７）：Nitzschia granulataを主にDiploneis smithiiの海水泥質干潟環境指

標種群の汽水―海水生種が優占し、淡水―汽水生種のCocconeis placentulaがやや高率に出現する。

２）Ｄ―�帯（１６層下部・１７層、試料１９～２２）：Nitzschia granulata、Diploneis smithiiの海水泥質干潟環境指

標種群、Cocconeis scutellumの海水藻場環境指標種群の汽水―海水生種、Rhopalodia gibberulaの淡水―

汽水生種が高率に出現する。
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３）Ｄ―�帯（１４層・１６層上部、試料１７・１８）：Diploneis smithiiを主にNitzschia granulataの汽水―海水生

種の海水泥質干潟環境指標種群の出現率が高く、Cocconeis placentula、Rhopalodia gibberulaの淡水―汽

水生種がやや低率に出現する。低率であるが、淡水生種が増加する。

４）Ｄ―�帯（１５層～１３層、試料１３～１６）：海水砂質干潟環境指標種群のAchnanthes brevipes、海水泥質干

潟環境指標種群のDiploneis smithiiなどの汽水―海水生種、淡水―汽水生種のCocconeis placentulaの出現

率が高い。

５）Ｄ―�帯（５層・６層、試料７～１２）：汽水―海水生種がほとんど出現しなくなり、Amphora copulata

などの流水不定性種、Fragilaria construens、Fragilaria construens v. venterなどの止水性種、Navicula

decussi、Gomphonema parvulumなどの流水性種の淡水生種が出現する。

６）Ｄ―�帯（４層・５層上部、試料４～６）：Amphora copulataを主に流水不定性種が優占し、Fragilaria

construensなどの止水性種が伴われる。

７）Ｄ―�帯（１～３層、試料１～３）：珪藻がほとんど検出されない。

� 珪藻分析から推定される堆積環境

珪藻分帯にそって下位より、堆積環境の推定を行う。

１）Ｄ―�帯期（１８～２０層、試料２３～２７）縄文時代晩期ないしそれ以前：海水泥質干潟環境指標種群が優占し、

淡水―汽水生種が伴われ、泥質干潟の汽水域の環境が示唆される。

２）Ｄ―�帯期（１６層下部・１７層、試料１９～２２）弥生時代前期末葉～中期後葉：海水泥質干潟環境指標種群、

海水藻場環境指標種群、淡水―汽水生種が出現し、海藻の繁茂する泥質干潟の汽水域の環境が示唆される。

３）Ｄ―�帯期（１４層・１６層上部、試料１７・１８）弥生時代前期末葉～中期後葉：海水泥質干潟環境指標種群を

主に淡水―汽水生種が伴われ、淡水の影響のある泥質干潟の汽水域の環境が示唆される。

４）Ｄ―�帯期（１５層～１３層、試料１３～１６）弥生時代中期～後期後葉：海水砂質干潟環境指標種群、海水泥質

干潟環境指標種群、淡水―汽水生種が出現し、淡水の影響のやや強い干潟の汽水域の環境が示唆される。

５）Ｄ―�帯期（５層・６層、試料７～１２）弥生時代中期～古墳時代前期初頭および以降：流水不定性種、止

水性種、流水性種の淡水生種が出現し、流水の影響のある不安定な止水域の環境が示唆される。花粉分析結

果から、水田の環境が推定される。

６）Ｄ―�帯期（４層・５層上部、試料４～６）：流水不定性種が優占し止水性種が伴われ、不安定は止水域

が示唆される。前帯同様に、水田の環境が推定される。

７）Ｄ―�帯期（１～３層、試料１～３）：珪藻がほとんど検出されない。花粉分析結果から水田とその集約

化が示唆される。このことから、イネが珪酸を活発に吸収するため、珪藻殻が分解されたり形成されなかっ

たことが考えられ、珪藻殻が残存しなかったと推定される。

樹 種 同 定

� 試料と方法

試料は木器溜から出土した枝である。カミソリを用いて、新鮮な基本的三断面の切片を作製し、生物顕微鏡に

よって６０～６００倍で観察した。同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

� 結 果

結果、試料はスギであった。以下に記載と解剖学的特徴を記す。

スギ Cryptomeria japonica D. Don スギ科

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。木口では早材から晩材への移行がやや急

で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。柾目では、放射柔細胞の分野壁孔が典型的なスギ型を示
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し、１分野に２個存在するものがほとんどである。板目では放射組織は単列の同性放射組織型を示し、１０細胞高

以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。

本試料は、あて材の部分がほとんどであった。枝であることから、積雪による重さによるものと考えられる。

環境と植生の変遷のまとめ

分析の結果から、１５層から下位は汽水成であり、６層より上位は淡水成であり、大きく堆積環境が異なる。下

位より、１８～２０層（縄文時代晩期ないしそれ以前）は泥質干潟の汽水域の堆積環境であり、周囲および周辺地域

にはスギ林を主にコナラ属アカガシ亜属とシイ属の照葉樹林が分布する。適湿ないし適潤を好むスギ林は丘陵山

地部のみではなく沖積平野部にも分布していたと考えられる。１６層下部・１７層（弥生時代前期末葉～中期後葉）

では、海藻の繁茂する泥質干潟の汽水域の環境になる。この環境下で木器が堆積される。スギの枝の出土から

も、スギの近接した生育が考えられよう。周辺ではイネ科とカヤツリグサ科の生育する湿地草原が拡大する。１６

層上部では、やや淡水の影響のある泥質干潟ないし砂質干潟の汽水域の環境と変化する。１４層の時期になると周

囲の湿地草原は水田化される。６層最下部から１３層にかけては寄生虫卵が連続して検出され、近接した居住など

近隣での活発な人間活動が推定される。６層の時期（弥生時代中期～古墳時代前期初頭）になると、Ｄ調査区も

水田化され、堆積環境は流水の影響のある不安定な止水域の淡水環境へと大きく変化する。５層の上部から徐々

にスギ林が減少し、平野部のスギ林が切り開かれて水田などの人為環境の拡大が活発に行われたと推定される。

１～３層では、水田稲作が集約化し、周辺地域の丘陵山地部のスギ林や照葉樹林が人為干渉を受け減少する。

以上、Ｄ調査区の環境考古学分析から、青谷上寺地遺跡をとりまく環境と植生およびその変遷の一部が明らか

になった。Ｄ調査区では弥生時代中期後葉の木器溜が形成された１６・１７層などを主に汽水環境が認められたが、

調査区が南側の丘陵山地との間に位置することから、青谷上寺地遺跡の周囲に汽水環境が比較的多く分布するこ

とが考えられる。なお、青谷上寺地遺跡では遺物の遺存状況が極めて良好であるという問題点があるが、汽水の

堆積環境が大きく関連しているのではなかろうか。
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表４ 青谷上寺地遺跡Ｄ調査区における花粉分析結果
分 類 群 Ｄ 調 査 区 南 東 壁

学 名 和 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

Arboreal pollen 樹木花粉
Podocarpus マキ属 １ １ １ １ １
Abies モミ属 １ １ １ ２ １ １ ２ １ １ １ １ １ ３ １ ３ ２ ２ ５ ４ ６ ２ １ ３ ５
Tsuga ツガ属 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 １０ ４ ７ ６ ４ ２ ２ ３ １ １ ５ ２ ４ ５ ４ ６ ６ １１ １０ １８ １６ ２ ２０ １５ １８
Cryptomeria japonica スギ ５０ ４４ ４５ ６３ ９０ １０２ １４３ ２１５ １１６ １５９ １５８ １５６ １８６ ２７１ ２２８ １７２ １６８ １８０ １３９ １５９ １９０ １９４ ２１３ ２１６ １４５ １６４ １６４
Sciadopitys verticillata コウヤマキ １ １ １
Taxaceae―Cephalotaxaxeae―Cupressaceae イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科 ３ ７ ３ ８ ７ ７ ６ ２ ２ ２ ４ ７ ４ ９ ２ ５ ２ ３ ２ ３ ２ ６ ５ ２
Juglans クルミ属 ２ １ ２ １ ２ １ １ １ １ ３ ４
Pterocarya rhoifolia サワグルミ １ ３ ３ １ １ ２ １ ４ ２ ４ １ ２ ５ ２ １ ２ １ ３ ４ ６ ３
Platycarya strobilacea ノグルミ １
Alnus ハンノキ属 １ ３ ２ １ １ １ １ １ １ ２ ２ １ １ ３
Betula カバノキ属 ６ ４ ７ ４ ４ ８ ３ ３ ２ ２ ２ １ １ １ １ １ ５ ２ ２ ４ １ １ １ １
Corylus ハシバミ属 １ １
Carpinus―Ostrya japonica クマシデ属―アサダ ６ ５ ５ ８ ２ １ ７ ４ ５ ３ ２ ４ ５ １ ７ ２ １ ３ ２ １ ２ ６
Castanea crenata クリ ６ ８ ４ ６ ５ ３ ６ ８ ４ ５ ９ ６ １０ １４ ３３ １９ ６ ６ ３ １３ １１ ７ １０ ７ １９ １０ １６
Castanopsis シイ属 ８ １６ ８ １４ １３ ２０ １１ ２２ ８ １１ ８ １７ ２２ ２３ ２８ １８ ２５ １６ １７ ２１ １６ ２６ ２１ １２ ２８ ２９ ２１
Fagus ブナ属 ７ ５ ３ ３ １ ４ １ １ ２ １ １ １ ２ １ １ １ １ ２ １ ２ ４ ２ ２ ７
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 １２ ９ １１ ５ ４ ６ ６ １ ３ ７ ５ ４ ８ １０ ８ ２ ４ ２ ５ ７ ７ ８ ２ １ ４ ２ ８
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 １５ ２９ ５１ ３５ ２５ ３１ ２２ ３１ ３３ ２６ １７ １９ ３０ ２９ ３７ ３４ ３０ ４１ ４９ ２１ ５０ ４６ ５７ ７１ ６２ ３９ ５２
Ulmus―Zelkova serrata ニレ属―ケヤキ ２ １ ８ ６ ２ ２ ４ ５ ２ ４ ４ ３ １２ １４ ５ ５ １１ ７ ５ ５ ６ ８ ９ ４ ７ ３ １３
Celtis―Aphananthe aspera エノキ属―ムクノキ ３ １ ２ １ ５ ４ ２ ４ ６ １ ５ ３ ３ ３ ３ ３ ３ １ ４ ３ ２ ２ １ ２
Mallotus japonicus アカメガシワ １ １ １
Zanthoxylum サンショウ属 ３ １ １ １ １ １ １
Melia センダン属 １
Phellodendron キハダ属 １ １ １ １
Ilex モチノキ属 １ １ １
Acer カエデ属 １ １ １ １
Aesculus turbinata トチノキ ２ １ ８ １１ ７ ７ ４ １１ １０ ２ ４ ５ １９ １６ ２０ ３ ３８ ６ ３ ４ ５ ６ １５ ９ ８ １２ １１
Vitis ブドウ属 １ １ ２ １ １
Tilia シナノキ属 １
Camellia ツバキ属 １
Cornus ミズキ属 １
Oleaceae モクセイ科 １
Fraxinus トネリコ属 １ １ ２
Ericaceae ツツジ科 １
Sambucus―Viburnum ニワトコ属―ガマズミ属 １ ３ ２ ２ ２ １ １ １
Lonicera スイカズラ属 １

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉
Moraceae―Urticaceae クワ科―イラクサ科 ３ ３ ４ ５ ３ ２ ３ ５ ６ １２ １０ １２ ７ １３ １６ １７ ９ ８ ２ １
Rosaceae バラ科 １
Leguminosae マメ科 ２ １ １ １
Araliaceae ウコギ科 １ ２

Nonarboreal pollen 草本花粉
Typha―Sparganium ガマ属―ミクリ属 １ ２ １ １ １ ２
Alisma サジオモダカ属 １ ２
Sagittaria オモダカ属 ４ ７ １２ １１ ９ １２ １１ １０ １９ ２５ １０ ３ １
Gramineae イネ科 ９４ ８０ １０６ ６３ ７１ ７４ ８９ ８１ ７３ ８７ ５４ ５５ ５８ ６２ ６２ ６１ ７１ ４５ ３８ ２８ １４ ２２ ８ ５ ９ １８ １０
Oryza type イネ属型 １４７ １４９ ９７ ６４ ３３ ３５ ４９ ４２ ３８ ３１ ６３ ７７ １２ １２ １１ １１ １０ ２ ３ ２ １
Cyperaceae カヤツリグサ科 ３４ ３７ ４４ １９ ２３ １８ １２ １７ １０ ９ １５ ６ ２８ ４５ ２６ ９ ２２ ３３ ３６ ３９ １９ ２４ ５ ７ ５ ７ １０
Aneilema keisak イボクサ ２
Monochoria ミズアオイ属 １ ８ ７ ３ ６ ８ ８ １３ ８ ５ １
Polygonum sect. Persicaria タデ属サナエタデ節 １ １ １ １ ５ ３ １ １ １ １ １ ３ １ １ １ １ １ １
Rumex ギシギシ属 １ １ １ １ １ １ ２
Chenopodiaceae―Amaranthaceae アカザ科―ヒユ科 ３ １ １ ２ ２ １ １ ２ ２ １ ２ ５ １ １
Caryophyllaceae ナデシコ科 １ １ １ １ １ １ １
Ranunculus キンポウゲ属 １ １ ２ ３ ４ １ ３ ２ ２
Cruciferae アブラナ科 １ １ １ ３ ２ ６ ８ １ ４ ３ ２ １ ２ ３ ３
Impatiens ツリフネソウ属 １ １ １ １
Ampelopsis brevipedunculata ノブドウ １
Geranium フウロソウ属 １
Onagraceae アカバナ科 １ １
Hydrocotyloideae チドメグサ亜科 １ １ １ ２ ３ １ ３ １
Apioideae セリ亜科 ２ １ １ １ ２ １ １ １
Labiatae シソ科 １ １
Plantago オオバコ属 １ ２
Valerianaceae オミナエシ科 １ １
Actinostemma lobatum ゴキヅル １ １
Lactucoideae タンポポ亜科 １ １ ２ １ １ １ １
Asteroideae キク亜科 ３ ３ １ １ １ １ １ １
Xanthium オナモミ属 １ １
Artemisia ヨモギ属 ２２ １２ １１ ７ １４ ８ ８ ８ ３ １０ ７ ３ ５ １０ １６ ５ １０ ９ ８ ６ ３ ３ ８ ６ ５ １０ ６

Fern spore シダ植物胞子
Monolate type spore 単条溝胞子 ９ １６ ６ ６ ２ ５ １７ １６ １ ４ １１ ９ １６ ９ ９ １４ １５ ６ １４ １８ １１ １５ １４ ２１ １０ １０ ３０
Trilate type spore 三条溝胞子 ２ ５ ９ ３ ３ ５ ６ １ ２ １ ４ ２ ４ ３ ３ １ ３ ２ ２ ２ ４ １ ５ １ ７ ３

Arboreal pollen 樹木花粉 １３７ １４４ １６６ １８１ １６９ ２０１ ２２７ ３１９ １９１ ２３４ ２３４ ２２９ ３０２ ４０２ ３８２ ２７３ ３０４ ２７７ ２４６ ２５７ ３０７ ３３３ ３６９ ３４１ ３１５ ２９６ ３３９
Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 ５ ４ ４ ５ ３ ２ ３ ５ ６ １３ １０ １２ ７ １３ １８ １８ ９ ８ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ２ １
Nonarboreal pollen 草本花粉 ３１７ ３０７ ２８７ １７５ １７１ １６９ １８９ １８５ １６２ １８０ １５５ １５２ １１０ １３９ １２３ ９０ １２０ ９９ ８９ ７７ ３８ ５４ ２１ １８ ２１ ３７ ２７

Total pollen 花粉総数 ４５９ ４５５ ４５７ ３６１ ３４３ ３７２ ４１９ ５０９ ３５９ ４２７ ３９９ ３９３ ４１９ ５５４ ５２３ ３８１ ４３３ ３８４ ３３５ ３３４ ３４５ ３８９ ３９０ ３５９ ３３６ ３３５ ３６７

試料１!中の花粉密度 ６．４ ６．５ ７．３ ４．９ ６．２ １．１ ６．５ ６．１ １．５ １．１ ６．２ ５．２ ５．２ ３．６ ５．４ ４．７ ４．１ ５．８ ３．９ ２．２ ２．３ １．２ ２．６ ３．６ ４．５ ３．５ １．４
×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０５ ×１０４ ×１０４ ×１０５ ×１０５ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４ ×１０４

Unknown pollen 未同定花粉 ３ １ ２ １ ０ ４ １ １ ６ ７ ６ ３ ３ ５ ６ ４ ３ １ １ ５ ３ ７ ６ １ ０ ２ １３
Fern spore シダ植物胞子 １１ ２１ １５ ９ ５ １０ ２３ １７ ３ ５ １５ １１ ２０ １２ ９ １７ １６ ９ １６ ２０ １３ １９ １５ ２６ １１ １７ ３３

Helminth eggs 寄生虫卵
Ascaris 回虫卵 １ １ １ １ １
Trichuris 鞭虫卵 ４ １ １ ２ １ １ ３ １

Total 計 ５ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ２ ２ ２ ３ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

試料１!中の寄生虫卵密度 ４．５（―）１．０（―）（―）０．９（―）（―）１．１（―）（―）１．４ １．６ １．８ ２．４（―）（―）１．６（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）１．２（―）
×１０（―）×１０（―）（―）×１０（―）（―）×１０（―）（―）×１０×１０×１０×１０（―）（―）×１０（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）×１０（―）

明らかな消化残渣 （―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）（―）
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表５ 青谷上寺地遺跡Ｄ調査区における珪藻分析結果
Ｄ 調 査 区 南 東 壁

分 類 群 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

貧塩性種（淡水生種）
Achnanthes crenulata １ １ １ ２
Achnanthes inflata １ １
Achnanthes lanceolata １ ４ １
Amphora copulata ４５ ２６ １７ ３５ ３０ ２４ ３５ １４ ７ ２ ２ ２ ２ ３ １ １ ３ １ １
Amphora montana ２ ３ ２ ２ ３ １
Amphora normanii ２ １８ ８ １ １ １
Amphora sp. １ ６ １ ４ １
Anomoeoneis sphaerophora １ ２ ２ ２ ５ ７ ３ ２ １ １
Aulacoseira sp. ２ ７ ６ ４ ７ ３ ４ ８ ２ １ １ ２
Caloneis hyalina １ ３ ３ ３ １ １
Caloneis lauta ２ ２
Caloneis obtusa ３
Caloneis silicula １ ２ ６ ４ ５ ３ ３ ３ １ １ １ １
Caloneis sp. １ ２ １ ２ ３ ２ １ ２ ２ ２ ２
Cocconeis placentula ８ １３ １０ ９ ８ ４ ４ １０ １３ ２６ １５ ９ １１ １１ ５ ８ ３ ３ ６ １ １ ７ ２
Cyclotella sp. １
Cymbella cuspidata １ ４ ２ ２ １ １ １
Cymbella minuta １
Cymbella naviculiformis ２ １ ２ ３ ２ ３ １ １
Cymbella silesiaca １ ２ ２ ２ ５ ２ ２ ３ ４ ２ ２ １ ３ １
Cymbella sinuata １
Cymbella tumida １ ２ １ １ ２ １ １
Cymbella turgidula １ １ １
Diatomella balfouriana １
Diploneis elliptica １ ３ １ ７
Diploneis finnica １ １ １
Diploneis ovalis １
Diploneis ovalis v. oblongella ２
Diploneis parma ３ ２
Diploneis sp. １ １ ７ ３ ５ ８ ２ ３ １ ３ ３
Diploneis subovalis １ ７ ４ ３
Eunotia minor １ １ １ １ ２ １ １ １
Eunotia soleirolii ２
Fragilaria capucina ２ １ ２ １ １
Fragilaria construens ８ ９ ２ ６ ６ １２ ２８ ３０ １９
Fragilaria construens v. subsalina ２ ７ １ ３ １
Fragilaria construens v. venter ６ ３ ２ ５ ４ １１ １７ ２７ ９ １ １ １ ６
Frustulia rhomboides v. saxonica １
Gomphonema acuminatum ２ １ １
Gomphonema angustatum ３ ２ ２
Gomphonema angustum １ １ １ ２
Gomphonema augur １ １
Gomphonema clevei １ １ ３
Gomphonema gracile １ １ ２ １ ２ １ ４ １ ３ １ １
Gomphonema minutum ２ １ １ ２
Gomphonema parvulum １ ４ ８ ６ ６ ５ １２ １ ２ ５ １ ３ ２ １ １
Gomphonema pseudoaugur ５ １
Gomphonema sphaerophorum １ １
Gomphonema sp. １ １
Gomphonema truncatum １ １
Gyrosigma sp. １２ １２ １１ ２２ ２４ １６ ２４ ２３ ２４ ８ ４ ３ ４ １ ３ １ １ １ ３ １
Hantzschia amphioxys ４ １ １ １ １ １
Meridion circulare v. constrictum １ １
Navicula americana ２ ３ ４ １ １ １
Navicula confervacea １ ２ １０ ４ １ ３ １ １ ２
Navicula contenta １ １ １ １ １ １
Navicula cryptocephala ５ １
Navicula cryptotenella １ ３ ３ １ １
Navicula cuspidata ２ ２ ５ １ ５ ８ ２ １ １
Navicula decussis ４ ３ １３ ７ ９ １ ３ ３ １ １ ２ １ １ １ ２
Navicula elginensis ２ ９ ９ １ １
Navicula erifuga １ １ １ １
Navicula kotschyi ２ ２ ３ ２ ８ ３ １
Navicula leptostriata ３ １ １ １
Navicula mutica １ １ ４ １ １ ２ １ ２ １ ３ １ ２ ６ １ １ １
Navicula placentula １ １ １ ６ １ １
Navicula pupula ３ ６ １３ １３ ７ １ ２ ７ ３ １ ２ １ １
Navicula pusilla ２ ５ ５ １２ １
Navicula radiosa １ ２ ４ ５ １ １ ２ ２ ２
Navicula slesvicensis ２
Navicula subplacentula １
Navicula tokyoensis １
Navicula trivialis １
Navicula viridula v. rostellata １ １ ２ ２ １ ８ １
Neidium affine １ １
Neidium ampliatum １ ２ ２ １ １
Nitzschia brevissima ２
Nitzschia frustulum １
Nitzschia linearis １ ２
Nitzschia palea ２
Nitzschia sp. ２
Pinnularia acrosphaeria １ １ ２ １ １ ５ １ １ １ １ １
Pinnularia borealis １ １ １ １ １
Pinnularia braunii ２ １ ３
Pinnularia gibba １ ２ １ １ ４ １ １ ３ １
Pinnularia hemiptera ２ １ １
Pinnularia interrupta ２ １
Pinnularia karelica ２
Pinnularia lundii １
Pinnularia major １ ２ ２ １ １ １ １
Pinnularia microstauron ２ ２ ２ ３ １ ４ １ １ １
Pinnularia nodosa ３
Pinnularia schroederii １ １ １ １ １ １
Pinnularia subcapitata １ １ １
Pinnularia viridis １ ４ ５ ３ ４ ５ １ ４ １ １ １ ４ １ １ １ １ １
Rhoicosphenia abbreviata １ ２ ２ ３ １ ３ ２ ２ ２ １ １ １ １ １
Rhopalodia gibba １ １ １ １
Rhopalodia gibberula １ １ １ ２ ２ １ ９ ５ ３ １ ４ ６ ３５ ３９ ３８ ２９ ４３ ２２ ２０ １０ １０
Stauroneis acuta １ １ ２ １
Stauroneis nobilis １
Stauroneis phoenicenteron ３ ８ ２ ６ ４ ８ ２ ７ ２ １ １ １ １
Stauroneis smithii １
Stauroneis sp. １
Stephanodiscus sp. １ １ １ １
Surirella angusta １ ４ １ １ １
Surirella ovata １
Synedra ulna １ １ １ １ １
Tabellaria fenestrata―flocculosa １
Thalassiosira bramaptrae １ ４ １ ２ １ ５ １ １

真―中塩性種（海―汽水生種）
Achnanthes brevipes ４ １ ２ ４ １ １ １ ３ １３ ２０ ９ ４９ ７ ２ １ ３ １ １ １ ２ ２
Achnanthes brevipes v. angustata ３ ６ １ ８ ２ １ １ １ １
Achnanthes delicatula ２ １ ３ １ １ ２
Amphora coffeaeformis ２
Bacillaria paradoxa １ １ １
Caloneis amphisbaena １ ２ ７
Caloneis permagna １ ２ １
Cocconeis scutellum １ １ １ １ ２ １ ９ ３１ ３４ ２２ ２０ ３ ２ ４ ２
Diploneis smithii ２ １ １ １０ ９ ２ ２０ １６ ２２ １７ １１ １１ ７ ５ １ １３ ３
Fragilaria fasciculata １
Grammatophora macilenta １ １
Mastogloia exigua １
Navicula capitata v. hungarica ４ ６ ８ １１ １
Navicula crucicula １ ４ １ ６ ２ ３ １ １
Navicula elegans １ １ １ １ １ ６ ２ ３ １ １ ４ ３ １ １ １
Navicula elegantoides １ １ １
Navicula menisculus １ １ １ １ １
Navicula menisculus v. upsalinesis ２ １
Navicula peregrina １ ５ １ ２ ５ ２ ４ ５ １１ ３ ４ １ ６ １ ５ ４ ６ １
Navicula yarrensis １ ４ ５ １ １ １
Nitzschia acuminata １
Nitzschia compressa １ １ ４ １ １
Nitzschia constricta １
Nitzschia granulata １ １ ４ １ １ ５ ３ ５ ６ ６５ ２３ ６０ ７５ ７４ ７５ ２６
Nitzschia lanceola １ ３ １ ５ ４ ３ ２ １ １ １
Nitzschia levidensis v. victoriae ２ ６ １ ２ ５ １ ２ ２ ３ ２ １ １ ３ １
Nitzschia littoralis １
Nitzschia marginulata １ １ １ １ １
Nitzschia plana ３ １
Opephora olsenii １
Rhopalodia musculus １
Thalassionema nitzschioides １ １

合 計 ２ ８ ３ １１７ １１７ ８７ １６２ ２０２ １７６ ２０１ ２１８ １５７ １５５ １５０ １１５ １９７ １１１ １２４ １４９ １２５ １７９ １４０ １２１ １０９ １４０ １０２ ５０

未同定 ２ ２ ３ ３ ７ １５ １５ １０ １９ ７ １４ １２ ２１ １８ ５ ３ ４ ９ ６ ２０ ４ ２ １４ ２
破片 １３ １３２ ３２０ ３０５ ２８０ ２７５ １２７ １２０ １６３ １１５ １１４ １８１ １５８ ５６ ４７ ４４ ４４ ４９ ２６ ２７ ３２ ３８ ２５ ２４ ４８ ３９ ２９

試料１!中の殻数密度 ８．０ １．６ １．０ １．１ ９．５ ７．２ １．１ １．２ ２．４ ２．７ １．４ １．０ ５．４ １．０ １．７ ２．７ ６．８ １．６ １．９ １．７ １．２ １．９ ３．３ １．６ ２．５ ４．２ １．５
×１０２ ×１０３ ×１０３ ×１０５ ×１０４ ×１０４ ×１０６ ×１０６ ×１０６ ×１０６ ×１０６ ×１０６ ×１０５ ×１０６ ×１０６ ×１０６ ×１０５ ×１０６ ×１０６ ×１０６ ×１０６ ×１０６ ×１０５ ×１０５ ×１０５ ×１０４ ×１０４

完形殻保存率（％） １３．３ ５．７ １．５２８．１３０．０２４．７５７．１６４．４５４．０６４．７６７．５４７．５５１．７７４．３７４．３８３．０７２．５７２．２８５．５８３．２８５．３８０．８８３．３８２．２７６．２７２．７６３．３
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２ 今年度実施した自然科学分析について

Ｄ調査区においては、各種自然科学分析を実施した。南東壁面において、珪藻・花粉・寄生虫卵分析、植物珪

酸体分析、軟Ｘ線分析、定量分析（動植物遺体の抽出）のサンプリングを行った。北東・南西壁面では、定量分

析のサンプリングを行った。また、出土遺物を対象に樹種同定、葉同定、昆虫同定を行った。

珪藻・花粉・寄生虫卵分析の結果については、金原氏によって報告がなされている（本報告書「第３章 自然

科学分析の成果」）。また、植物珪酸体分析については、分析結果表と顕微鏡写真の掲載に留め（第２１図、表６、

図版２０）分析内容は次年度報告書に掲載予定である。その他の分析結果についても、次年度報告書に掲載する予

定である。
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第４章 付 篇

青谷上寺地遺跡出土の鉄製遺物に対する科学的調査研究

独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所

村 上 隆

青谷上寺地遺跡における発掘調査で、人骨や多量の木製品が出土したことが大きな話題となっているが、かな

りまとまった量の金属製品が出土していることも忘れてはならない。青銅製の銅鐸片や鏡や、銅鏃などの銅製

品、武器や道具を中心とする鉄製品など、青谷上寺地遺跡から出土した金属製遺物は、弥生時代の初頭に始まる

といわれている日本の金工技術の黎明期を解明するための重要な資料群であると考える。中でも一連の鉄製遺物

は、その残りの良さからみて超一級の資料である。発掘調査によって出土した鉄製遺物のほとんどが、これほど

良い状態を維持している弥生時代の遺跡は大変珍しいのではなかろうか。従って、これらの鉄製遺物に対して、

従来から行われてきた考古学的な形態分類などの調査はもちろんのこと、科学的な手法を用いて、材質や製作技

術に関するさまざまな情報を引き出していくことは重要な意味を持つものと考える。

ここでは、青谷上寺地遺跡から出土した鉄製遺物に対して現在行ってきている科学的調査研究の概要を簡単に

紹介しておくことにする。青谷上寺地遺跡出土の鉄製遺物の残りが良いといっても、長期間の土中埋蔵のため、

実際には表面はサビと汚れで覆われている。従って、まず形態的特徴を正確に把握するとともに、鉄地金の遺存

度を知るためにＸ線ラジオグラフィーによって、内部の状態を知ることから始める必要がある。Ｘ線ラジオグラ

フィーの結果から、遺物が鋳造製か、鍛造製かなど、製作技術を判断できるケースもあり、鉄製遺物の調査の基

本である。次に、鉄地金の材質を知る必要があるが、本研究では新しい分析方法を試みている。放射光を用いた

高エネルギー蛍光Ｘ線分析法である。放射光とは、運動している電子が磁場によって軌道を曲げられる際に軌道

の接線方向に放射される電磁波をさす。本研究で利用している放射光施設は、世界最大の蓄積リングを有してい

第２１図 青谷上寺地遺跡から出土した

鉄斧のＸ線ラジオグラフ

第２２図 SPring―８の放射光の波長と明るさ

（『SPring―８の概要』より）
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るSPring―８である。SPring―８では、大型の円形加速器において高速に加速した電子を蓄積リング内に蓄積し、

材料科学、地球科学、生命科学、医療など、さまざまな研究分野の用途に応じた放射光を接線方向に設けられた

各ビームラインで活用している。SPring―８で利用できる放射光は、赤外線からＸ線の領域までに及び、特にＸ

線領域では実験室用のＸ線発生装置と比べて１億倍の輝度を持つ。筆者は、これまでにSPring―８における高エ

ネルギー単色Ｘ線を励起源とした蛍光Ｘ線分析法によって陶磁器資料の分析を行った経験を持つが、鉄製遺物の

分析への応用は初めての試みである。なお、測定は今後も引き続き行う予定にしている。測定結果の詳細などは

現時点ではまだ解析中であるが、従来からの科学的調査法では得られなかった成果が得られるのではないかと期

待している。このように、さまざまな手法を駆使して鉄製遺物の材質に関する情報を蓄積していくことも重要で

あるが、出土した鉄製遺物がこれほど残りが良い青谷上寺地遺跡の埋蔵環境についても調査していく必要性を強

く感じている。
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図版1

鳥取県教育文化財団発掘調査区鳥取県教育文化財団発掘調査区 鳥取県教育文化財団発掘調査区 

D調査区 D調査区 

平成13年度調査地 平成13年度調査地 

青谷上寺地遺跡全景　南より

木器出土状況　北西より



図版2

スギの圧縮あて材出土状況１　東より

スギの圧縮あて材出土状況２　西より

直柄平鍬（5）出土状況　西より



図版3

木器出土状況１　南東より

木器出土状況２　東より

木器出土状況３　西より



図版4

木器・琴（16）出土状況　南東より 木器・斧柄（２）出土状況　南東より

木器・反柄（９）出土状況　南より SA95検出状況　北より



図版5

木器・農具



図版6

木器・工具

木器・直柄平鍬（表）（5）

木器・反柄（9）

木器・直柄平鍬（裏）（5）

木器・用途不明品（25）



図版7

木器・琴（表）（16） 木器・琴（裏）（16）
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図版8

木器・織機（15）

木器・容器

木器・建築材（28、その他）
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図版9

木器・接合木材



図版10

木器・盾（17）

木器・盾接合状況（17）



図版11

木器・側部加工（A型）

木器・表面加工（A型）

木器・表面加工（B型）

木器・端部加工（C型）

木器・端部加工（D型）

木器・端部加工（G型）



図版12

土器・５層出土土器
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図版13

土器・６層出土土器



図版14

土器・15～17層出土土器



図版15

土製品

図版14 図版15
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図版16

石器・台石（4）

石器・大型石庖丁素材

石器・剥片（１、２）、軽石加工品

鉄器・鉄器片（7）

鉄器・鉄器片X線透過写真

骨角器・貝輪未製品（５、６）



図版17

青谷上寺地遺跡 D調査区の花粉・胞子・寄生虫卵Ⅰ 10μm

1 マツ属複維管束亜属

4 クリ 5 シイ属 6 カバノキ属 7 コナラ属コナラ亜属

8 コナラ属アカガシ亜属 9 ニレ属－ケヤキ 10 エノキ属－ムクノキ 11 トチノキ

12 クワ科－イラクサ科 13 オモダカ属 14 イネ属型 15 カヤツリグサ科

2 スギ 3 イチイ科－イヌガヤ科－
ヒノキ科



図版18

横断面

木材　スギ

：0.2mm 放射断面 ：0.05mm 接線断面 ：0.2mm

16 ミズアオイ属 17 アブラナ科 18 セリ亜科 19 ヨモギ属

20 シダ植物単条溝胞子 21 鞭虫卵 22 鞭虫卵

23 回虫卵 24 回虫卵

青谷上寺地遺跡 D調査区の花粉・胞子・寄生虫卵Ⅱ 10μm



図版19

青谷上寺地遺跡Ｄ調査区の珪藻 10μm

1.Fragilaria construens 2.Fragilaria construens v.venter 3.Navicula pupula 4.Navicula pusilla 5.Cocconeis scutellum

6.Nitzschia granulata 7.Thalassiosira bramaptrae 8.Diploneis smithii 9.Cocconeis splacentula 10.Nitzschia lanceola

11.Nitzschia levidensis v.victoriae 12.Gomphonema parvulum 13.Amphora copulata 14.Rhopalodia gibberula

15.Achnanthes brevipes 16.Achnanthes brevipes v. angustata

1 2 3 4 5 6

1110987

12 1413 1615



図版20

イネ（試料i）

イネ籾殻（穎の表皮細胞）

（試料g）

ヨシ属（試料b）

ミヤコザサ節型（試料g）

植物珪酸体顕微鏡写真 50μm

イネ（試料e） イネ側面（試料a）

キビ族型（試料c） ジュズダマ属（試料l）

ネザサ節型（試料m） クマザサ属型（試料f）

棒状珪酸体（試料a） 海綿骨針（試料n）
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